
                         

 

 
－ごみ減量・リサイクルの輪を広げよう！！－ 

第 33号（令和元年 9月発行） 
豊能町建設環境部環境課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

各地区の代表となって、ごみの分別や減量化に向け、住民と町とが一緒になって、 

出前講座である井戸端会議を始め、減量化への取り組みを啓発して頂く方々です。 

令和元年５月２２日（水)国崎クリーン 

センター啓発施設ゆめほたるにおいて、 

推 進 員 委 嘱 式 を行 いました 。 

各自治会から推薦を受けられた８５名の 

皆さんを代表して各地区の幹事さんに 

塩川町長から委嘱状が授与されました。 

「廃棄物減量等推進員」ってどんな人？ 

施設見学を行った際、担当者から、 

まだまだ、ごみの分別は出来ていない

旨の説明を受けました。推進員からは、 

「今後は、自分たちが出すごみに、もっと

もっと関心を持って、更に分別する必要

がある」といった、前向きな意見が多く 

聞かれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川保育所 
💛吉川保育所（５月２９日）、ひかり幼稚園（６月５日）に環境学習を行いました💛 

 吉川保育所では、０歳から５歳の児童の皆さん、ひかり幼稚園では、３歳から５歳の園児の皆さんに、ミミズのリサイクルの 

お話などを通して、ごみの分別やリサイクルについてお話をさせていただきました。 

 子供たちに、ごみのリサイクルにもっともっと関心を持ってもらうために、プレス式・ロータリー式のパッカー車を持ち込んで、 

ごみがパッカー車に入っていく様子や出る様子、ブリキの箱を潰す様子などを見てもらいました。 

中でも、水の入ったペットボトルを潰したプレス式パッカー車から、水が吹き上がる様子を見て、子供たちからは、大きな歓声が 

上がり大喜びでした。 

♡子どもたちが、一生懸命、 
ごみのリサイクルのお話を 

聞いてくれました♡ 

ごみの分別やリサイクルなどについて学習しました！ 

 
 パッカー車から、 

水が吹き上がる様子。 

ひかり幼稚園  



 

 

 

計画開始から２年が経過しましたので、平成３０年度の検証として下記のとおり報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊能町では、平成２９年３月に策定した【第２次豊能町ごみ処理基本計画】のごみの減量と

資源化について、下記の２つの目標を掲げています。 

減量と資源化の目標＜２つの目標＞

平成２９年度（２０１７年度）を計画の初年度とし、１５年後の令和１３年度（２０３１年度）を目標年度とする  

１．減量目標・・・１人１日当たりのごみ排出量（家庭+事業）を７５０ グラム以下に減量する 

２．資源化目標・・生活系ごみ（家庭系ごみと集団回収、店頭回収）の５０ ％以上の資源化をめざす 

最終年度の目標値に向けた、平成３０年度の目標値は、 

① 減量目標として１人１日当たりごみ排出量  ７７４ グラム 

② 資源化目標として生活系ごみの資源化率  ３６．８ ％   というものです。 

 

 

 

 

上記の①減量目標、②資源化目標の表を見てみると、 

いずれも目標値には届いていない状況です。 

〈昨年度同期のごみ量及び資源化率の比較〉 

H２９年度    ごみ量        ７ ９ ６ ｇ 

ごみの資源化率  ３２．１％ 

H３０年度    ごみ量        ７ ８ ５ ｇ 

ごみの資源化率  ３１．６％ 

1人 1日当たりのごみ排出量は減っているものの、 

ごみの資源化率については、下がっています。 

可燃ごみの中に、容器包装プラスチック類、紙類など、 

資源となるものが多く含まれています。 

今一度、可燃ごみ量を減らすために、さらなる分別に

ご協力いただきますようお願いいたします。 

      

生活系 

ごみの内訳 
 

① 減量目標 

平成３０年度のごみ量 （４月～３月） 

ごみ排出量（家庭+事業） ５,６２２ トン 

３月末人口 １９,６３０ 人 

日数 ３６５ 日 

H３０年度目標（A） ７７４ グラム 

１人１日当たり 

ごみ排出量（B） ７８５ グラム 

（B）－（A） １１ グラム 

目標達成結果 × 

 

 

 

 

 

② 資源化目標 

平成３０年度の資源化率 （４月～３月） 

生活系ごみ量（家庭+集団
回収+店頭回収） ５,３７３ トン 

資源化量 １,６９６ トン 

H３０年度目標（A） ３６．８ ％ 

資源化率（B） ３１．６ ％ 

（B）－（A） - ５．２    

目標達成結果 × 

  

資源化量 
１，６９６ トン 
３１．６ ％ 

 

集団回収量 
６５４ トン 
１２．２ ％ 

 

家庭系ごみの
うちの 

資源ごみ量 
１，０１９ トン 
１９．０ ％ 

店頭回収量 
２３ トン 
０．４ ％ 

 

資源以外の
ごみ量 

３，６７７ トン 
６８．４ ％ 

 

平成３０年度（平成３０年４月～平成３１年３月の 1年間）のごみ量をもとに算出してみると、

下記のとおりとなりました。 

 

 

 

 


